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研究成果の概要（和文）：本研究では、スタディ・アブロードが若者の異文化対応力とコミュニケーション志向
性に与える影響を、主として英語教育の観点から調査した。横断的量的調査、インタビューや観察による質的調
査など様々な手法を用いて、留学の成果として、英語でのコミュニケーション志向性が高まったこと、アカデミ
ックな場面での議論参加意欲と技術の向上、積極的な対人関係成立への意欲の向上を確認した。また異文化接触
経験により、国際的志向性(国際問題への関心や異文化に対するオープンな態度など)が高まる傾向があることも
確認した。さらに、より良い成果を引き出すための留学前の指導のあり方についても一定の示唆を得た。

研究成果の概要（英文）：A series of studies were conducted to investigate the effects of study 
abroad experiences on young participants’ willingness to communicate in English and intercultural 
competence.  A mixed-method approach was adopted, with a cross-sectional quantitative study, 
qualitative studies using interviews and observation as well as an interventional study. The results
 indicate that students acquired skills and enhanced willingness to communicate in academic 
discussion situations as well as in building interpersonal relations during study abroad. A 
quantitative study confirmed that those who experienced study abroad and/ or had other intercultural
 experiences had higher level of international posture including open attitudes toward intercultural
 partners and interest in international affairs. 

研究分野： 応用言語学・異文化コミュニケーション

キーワード： コミュニケーション志向性　スタディ・アブロード　国際的志向性　英語使用不安　英語学習動機　第
二言語習得　異文化接触　グローバル人材
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
グローバル化する社会では、多様な背景を持
った人々とコミュニケーションを通して自
らの意思を伝えることのできる人材が嘱望
されているにもかかわらず、日本人の若者の
内向き志向が指摘されている。こういう中で
最近大学などのカリキュラムの一環として、
一年間のスタディ・アブロードが組み込まれ
るなど、教育的な異文化接触の機会を創設す
る努力はされているが、その効果のアセスメ
ントや、どのような準備をすればより大きい
成果を引き出せるかについては、まだ十分は
研究が蓄積されているとは言えない。 
 
２．研究の目的 
 スタディ・アブロードが若者の異文化対応
力とコミュニケーション志向性に与える影
響を、英語教育の観点から調査する。特に、
英語コミュニケーション志向性（willingness 
to communicate）、英語学習動機付け、その
他の情意的側面に注目する。具体的には、(１)
スタディ・アブロードを翌年に控えた、大学
一年生を対象に、英語によるアカデミックな
議論において自ら進んでコミュニケーショ
ンを図ろうとする志向性に働きかける介入
を行い、その効果を分析し、課題を明確にす
る。(２)英語圏へのスタディ・アブロード参
加者数名を対象にケーススタディを行い、留
学中のアカデミックな状況及び、異文化背景
を持った人との接触状況を把握し、留学前後
で、英語力、英語コミュニケーションへの志
向性、及び異文化対応力がどのように変容し
たかについてのアセスメントを行う。(３)異
文化接触経験のある大学生と経験のない大
学生を対象に大規模調査を行い、国際的志向
性、異文化に対する態度、英語コミュニケー
ション志向性などを比較し、異文化接触の効
果のアセスメントを行う。(４）以上の目的に
加えて、本研究では、学習者の変化を的確に
捉えるための研究法の研究も行う。本研究に
おいては、量的研究、質的研究の両方を用い
るが、特に、CDST（複雑系理論）に基づく
新たな研究法やインタビュの分析方法とし
てのグラウンディド・セオリなどを用い、新
たな研究法や、多様な研究法を組み合わせる
ことでどのような知見が得られるかについ
ての示唆を得る。 
 
３．研究の方法 
(１）スタディ・アブロードを翌年に控えた、
大学一年生 21 人を対象に、一セメスタに渡
り、毎週、多様なトピックでの議論に参加す
るように介入型実践を行う、その中で、いわ
ゆ る I-R-F(Initiation-Response-Feedback)
シークエンスを避け、教師から当てられるの
を待って発言するのではなく、自ら進んで意
見の表明を行うことを奨励した。その介入の
結果を、観察、質問紙、インタビュー、毎回
のリフレクションという混合法でデータを
取り分析した。 

 
(２）英語圏へのスタディ・アブロード参加者
４名を対象に、出発前と帰国後に記述式の質
問紙を実施し、その内容についてさらに詳細
の説明を得るという形式で１時間程度のイ
ンタビュを実施した。さらに、出発前と帰国
後に受験した、英語力試験（ITP TOEFL）
の結果やその他授業担当者から見た特徴な
ども補助的資料として、ケーススタディを行
った。 
 
(３）2000 人を越える大学一年生を対象に、
質問紙調査を行い、異文化接触経験（海外経
験）の有無によって、英語コミュニケーショ
ン志向性（willingness to communicate、以
後 WTC）、英語学習動機付け、国際志向性な
どに差が見られるかを統計的に分析した。 
 
４．研究成果 
(１）教師主導の議論ではなく、学習者に議
論進行のイニシャティブを移譲するという
介入を行い、学習者の行動の変化やその心理
を分析した。日本の大学の英語の授業では、
学習者が発話する時間が極めて少ない（全体
の 5％）との報告がされていたが(King,2013)、
今回の介入では、12 回の議論の中で学生の発
話量は議論にとった時間 20 分の 19％〜66％
（平均で 46％）という結果であった。つまり
介入により発話量を増やすことができるこ
とを確認した。また、このバラツキの要因に
ついては、CDST に基づく研究法を用いて分析
し、複雑な外的・内的要因が相互作用して、
発言のシークエンスや沈黙を生み出すこと
を見出した。学習者の反応については、次の
ように分析できる。自ら責任を持たされた学
生たちは、個人差があるものの、議論のリー
ダシップを取って、多くの人にターンを回そ
うとする学生、なんとか一回は発言しようと、
予習をして、発言内容を考えてくる学生、発
言量の多い学生の発話を傾聴しスキルを学
ぼうとする学生、発言は少なく静かだが、議
論の流れはしっかり追っている学生など、そ
れぞれの課題と学びの質が浮き彫りになっ
た。次年度にスタディ・アブロードが待って
おり、それに向けて積極的なコミュニケーシ
ョンを図ることが必要という意識を持って
いたため、これが、なんらかの方法で議論を
進めようという力になっていったと思われ
る。 
 また外国語不安についても、毎回どの程度
緊張したかを 10 段階で測定させたところ、
その全体の平均値は、下の図のように、4〜5
回目あたりまでにかなり不安が低下してお
り、その後は 10 段階の３ぐらいの水準で横
ばいになっている。こういう実践を続けるこ
とで、学習者は緊張に慣れてくるようである。 
 この分析は、CDST の枠組みで行われ、多様
な要因が複雑に相互作用した結果、学習者の
発話・沈黙のパターンが生み出されることを
示している 



 

 
 
 
(２）言語使用不安、WTC,国際的志向性など
において、それぞれ異なった特徴を持った４
人の学生（以後ここでは学生 A、B、C、D と
言及）について、面接調査を中心に、留学の
影響や留学を通しての学びをどのように捉
えているかを分析した。留学前後の面接調査
については、全てを書き起こした上で、オー
プンコーディングによりいくつかの概念を
抽出し、概念を中心に留学前後の面接におけ
る語り、質問紙調査における WTC や不安のス
コアを参考にし、記述を質的に分析した。以
下にそれぞれのケースの概要をまとめる。 
 学生 Aは、日本語においてもコミュニケー
ション志向性が強く、高校時代に一年留学し
た経験があることから、英語コミュニケーシ
ョンにも自信を持ちWTCが極めて高い学生で
あった。クラスの議論においてはリーダシッ
プを取りつつも、他の学生を議論に誘う配慮
があった。イギリスの大学へのスタディ・ア
ブロードでは、多文化背景を持った人々と寮
での共同生活を通して、「多様な人々を受容
する態度」を身につけた。さらに、英語を用
いて人間関係を成立させる経験を通して、ま
すます英語コミュニケーションの自信が高
まった。「知らない人との関係性を深めるこ
とに対する抵抗感の低下」にもつながった。
またアカデミックな状況における議論につ
いても、毎日のように議論の時間があり、留
学生の中でフロアを取る難しさを特に感じ
ていないと述べている。留学前は特にしてい
なかった準備についても、留学後は内容につ
いてのリサーチをして自分の意見を確立し
ておくことの重要性を指摘している。キャリ
アオプションの広がりを見せ、海外での仕事
に強い興味を示している。 
  学生 Bは、外交的な性格で、日本語ではよ
く話をする方だが、英語のコミュニケーショ
ンの不安が強く、日本語の WTC と英語の WTC
に大きな開きがある学生であった。留学前の
議論では、十分に準備やリハーサルをするこ
とで、毎回自分の意見を表明する努力をして
いた。ニュージーランドでのスタディ・アブ
ロードでは、当初は理解してもらえないこと

から葛藤を味わったが、伝えようという前向
きな姿勢を続けていくことで、意思疎通がで
き、友情関係の成立につながったと述べてい
る。アカデミックな状況の議論において、強
い自己主張をする中国からの留学生と出会
うが、葛藤しながらも反論の機を捉えてコミ
ュニケーションをすることで、相互理解につ
ながったと述べている。この経験を通して
「伝える努力の大切さ」を実感したようであ
る。異文化との出会いはキャリア選択にも影
響し、人と出会い、国際的な関わりのある仕
事、例えば留学生をサポートするような職業
を志向している。留学を通して英語力にも人
間としても自信を獲得したと述べる。 
 学生 Cも、留学前の英語コミュニケーショ
ン志向性や不安のレベル、議論の参加度など
が平均程度のであるが、マイペースで機会が
あれば発言するというタイプの学生であっ
た。イギリスの大学において、多くのグルー
プワークに取り組んだことから。英語を話す
能力が向上したことを実感している。具体的
には「会話や議論での反応の精度や速さ」が
伸びたというように、自らの英語力を分析す
る能力にたけた学生であった。留学前の議論
においては、自分より実力があると感じる人
からその表現を学ぼうとしていた。今回のス
タディ・アブロードにおいても、その同じ意
識をネーティブスピーカとの会話に適用し、
「彼らの表現から学ぶ」ことに努めた。それ
をいつのまにか無意識で使っている自分に
気づくという、自己分析をしていた。 
 友人との会話では、質問をすることで「相
手に興味を持っていることを伝えられる」と
友人関係を成立させていく上で必要となる
言語使用スキルを把握しているようであっ
た。アカデミックな議論においては、大抵発
言の機会があり、周りのレベルに応じて、予
習をして挑むクラス、余裕で議論のリーダシ
ップをとるクラスでの議論を経験した。キャ
リアオプションの広がりもみられ、「日本に
いて英語を使う仕事」を志向している。 
 学生 Dは、筆記試験においては高い英語力
を示すが、留学前の議論においては自ら進ん
で一度も発言しなかった学生である。この傾
向はWTCの低さや言語不安の高さでも確認さ
れている。アメリカの大学でのスタディ・ア
ブロードでは、ビジネスに関する学部の正規
科目も履修したが、それは、「全てが議論で
あった」こと、内容を理解するのに予習が大
変で、理解するのがやっとで発言はできなか
ったことを報告している。一方、語学学校で
の授業では、ペアワークなどを交えた、参加
しやすい形式であった。留学前の一年次の議
論を振り返り、自分の意見をまとめてから授
業を受ければよかったと振り返っている。じ
っくりとした聞き手で寡黙だが議論をしっ
かり聞いている学生であった。スタディ・ア
ブロードにおいてもリスニングの伸びを実
感している。友人関係の成立においては、ミ
ッショナリーのグループへの参加が重要な



役割を果たしたようである。 
 以上のように、４名はスタディ・アブロー
ド先の大学や学習内容も様々であるが、それ
ぞれに「異文化の相手との友人関係の成立」
と「アカデミックな場面での議論への参加」
という課題と向き合い、そういう中で、コミ
ュニケーションへの志向性を発達させてい
った。TOEFL では測れない、ソーシャル・ス
キルや、態度の変化を垣間見ることができた
が、TOEFL においても４人の平均で、留学前
のスコア、479 から、514 に上昇した。 
 
(３）大学一年生を対象にした、大規模の横
断調査では、調査対象のうち 660 人が海外経
験があると回答し、2,162 人が経験がないと
回答した。ただし 660 人のうち 70％が一ヶ月
未満の短期滞在であり、約 60％が英語圏と回
答している。質問紙調査の回答についてこの
２グループ間に差があるかないかを統計的
分析したところ、異文化接触経験（海外経験） 
の有無によって、英語コミュニケーション志
向性（WTC）、英語学習動機付け、国際的志
向性において、海外経験のあるグループの方
が有意に高かった。また、英語力については、
自己評価（CanDo）においても、TOEFL の
スコアにおいても、海外経験の有るグループ
が有意に上回っていた。 
 動機付けについては、より詳細な質問項目
があり、その分析によると、海外経験のある
グループの方が、内発的動機が高く、英語を
使う理想の自己像が明確に描けている傾向
が見られた。 
 横断調査では、海外経験が上記の差を生み
出したというように因果関係を同定するこ
とはできないが、海外経験は異文化との接触
経験でもあり、この経験が何らかの形で、そ
の後の英語教育への取り組みに影響した可
能性を示唆している。また国際的志向性項目
の中には、異文化へのオープンな態度や異文
化背景を持った人との接触に積極的かどう
かを測る項目が含まれており、こういった態
度を養うために異文化との直接接触が何ら
かの効果をもたらすことを示唆している。 
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